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経常収支比率の推移

町債（借金）の推移

基金（貯金）現在高の推移

特別会計における歳出の推移

特別会計決算額

（錯誤分を除く）
自治体の財政構造の弾力性を表す指標
（100に近づく程弾力性がなくなる）
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（千円）

（千円）

（千円）

下水道事業
国民健康保険事業
後期高齢者医療
介護保険
墓地事業
水道事業
　　収益的事業
　　資本的事業

1,078,795
5,000,998
429,573
2,571,064

6,867
1,262,398
771,007
491,391

1,188,260
5,191,345
460,724
2,856,327
17,512

1,440,558
1,000,765
439,793

1,180,158
6,092,173
475,318
2,997,833
47,799

1,299,987
919,639
380,348

1,306,032
5,966,447
507,552
3,020,873
41,669

1,351,659
918,668
432,991

1,242,235
5,763,186
554,869
3,251,224
21,674

1,367,286
947,569
419,717

下水道事業

水道事業

後期高齢者医療

介護保険

墓地事業

国民健康保険平成２９年度
一般会計

歳出
125億1,951万円

8,705,274 8,636,524 8,889,890 8,662,706 8,582,510

7,218,956
6,962,443 6,689,530 6,441,484

6,169,229

4,152,413 3,911,348 4,136,709 3,846,536 3,947,863

平成２９年度一般会計・特別会計決算状況
歳入歳出差引額
翌年繰越額
実質収支

平成29年度 9,396万円
4,205万円
5,191万円

外側／歳入の区分
内側／財源別

内側／財源別
自主財源／町が自主的に収入することができる財源
依存財源／国や府から交付される財源

内側／目的別（行政分野別）
総務費／徴税、戸籍住民基本台帳、選挙、監査等
民生費／高齢者・児童・障がい者福祉等
衛生費／清掃、保健衛生、母子衛生等
土木費／道路橋りょう建設・管理、河川管理等
外側：性質別（経費別）
物件費／委託料、臨時職員賃金、光熱水費等
投資的経費／普通建設事業・災害復旧事業等
扶助費／児童福祉法、老人福祉法等に基づき支給する費用
公債費／借金を返した費用

外側／歳入の区分
町税／町民税、固定資産税、軽自動車税等
地方交付税／地方公共団体が等しく事務を遂行できるよう国が交付
国庫支出金／国から使途が特定されている費用を交付
府支出金／府から使途が特定されている費用を交付
町債／借り入れ（借金）

※構成比は単純四捨五入しているので、合計しても100％にならない場合があります。

外側／性質別（経費別）
内側／目的別（行政分野別） 議会費1.0％

総務費
14.6％

民生費
40.4％

衛生費
9.9％

農林水産業費
0.5％

商工費
0.4％

土木費
9.5％

消防費
5.1％

教育費
9.8％

公債費
8.6％

災害復旧費0.1％

人件費
20.7％

物件費
16.9％

補助費等
8.6％投資的

経費
6.0％

維持補修費1.4％

扶助費
21.7％

公債費
8.6％

積立金
2.0％

出資金
0.2％

繰出金
13.9％

町税
33.6％

地方交付税
20.7％

国庫
支出金
12.9％

府
支出金
7.9％

町債
7.5％

繰入金
1.2％

その他
16.3％

自主財源
40.6％

依存財源
59.4％

平成２９年度
一般会計

歳入
126億1,347万円

※水道事業は、収益的事業（給配水事業）と資本的事業（設備投資事業）を
　合計しています。

熊取町
府内町村平均
府内市町村平均

一般会計町債現在高
特別会計（下水道債）残高

基金（貯金）現在高
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台
風
21
号
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

　
　
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す坂上 巳生男 議長

災害対応の補正予算、
町道小谷穴釜線道路改良工事
など可決

9
月
定
例
会

町
議
会
は
台
風
被
害
へ
の
対
応
を
優
先
し
つ
つ
、災
害
対
応
の
補
正
予
算
、

災
害
見
舞
金
等
支
給
条
例
、平
成
29
年
度
決
算
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

9
月
4
日
か
ら
27
日
ま
で
の
日
程
で
9
月
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
、
人
事
案
件
、
条

例
改
正
、
補
正
予
算
、
平
成
29
年
度
決
算
、
意
見
書
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
の
議

案
が
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
議
会
初
日
に
台
風
21
号
が
接
近
し
た
た
め
午
後
は
休
会
と
し
、
熊
取
町
内
で
大

き
な
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
一
般
質
問
は
27
日
に
延
期
、
会
派
代
表
質
問
は
25
日
に

実
施
し
ま
し
た
。

町
職
員
は
ご
み
収
集
事
業
者
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
災
害
ご
み
の
回
収
に
奮
闘
。
町

会
議
員
は
、
町
内
の
被
害
状
況
を
見
回
り
な
が
ら
住
民
の
要
望
を
聞
き
取
り
、
議
会
質

問
に
反
映
し
ま
し
た
。

理
事
者
側
か
ら
追
加
議
案
と
し
て
災
害
見
舞
金
等
支
給
条
例
が
提
案
さ
れ
、
全
壊
、

半
壊
な
ど
の
被
害
に
対
し
見
舞
金
等
を
支
給
す
る
条
例
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
10
月
2
日
付
け
で
提

出
さ
れ
た
「
矢
野
正
憲
議
員
の
政

治
倫
理
条
例
違
反
に
つ
い
て
の
審

査
請
求
」
を
受
け
て
、
平
成
29
年

11
月
6
日
に
政
治
倫
理
審
査
会
を

設
置
し
、
請
求
内
容
に
つ
い
て
、

7
人
の
委
員
で
第
12
回
審
査
ま
で

慎
重
に
審
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
10
月
10
日
の
第
12
回
審

査
会
で
調
査
結
果
報
告
書
を
最
終

確
認
し
、
議
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
議
長
が
議
会
運
営
委

員
会
に
諮
り
措
置
を
決
定
し
ま
す
。

報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
次

号
「
く
ま
と
り
議
会
だ
よ
り
」
等

で
公
開
し
ま
す
。

（
委
員
長 

重
光 

俊
則
）

矢
野
正
憲
議
員
の

政
治
倫
理
条
例
違
反

に
つ
い
て
の

政
治
倫
理
審
査
会
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決算審査
9月6日の本会議において本委員会に付託された、平成29年度一般会計決算

他6件について、9月14日・20日の2日間にわたり審議しました。

町政全般にわたり、数多くの質疑がありました。

その中から、いくつか紹介します。
坂上 昌史 委員長

特別委員会
動
画
は

こ
ち
ら

質
疑

ここが
聞きたい
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昨
年
と
比
べ
収
支
が
改

善
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
状
況
は
繰
り
返
す
の

か
？

防
犯
カ
メ
ラ
は
今
後
、

増
や
す
の
か
？

委
託
契
約
に
関
し
て
各

部
署
横
断
的
な
考
え
で
契
約

を
し
て
い
る
の
か
？

防
災
行
政
無
線
の
管
理

委
託
の
内
容
は
？

熊
取
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
運
営
事
業
の
内
容

は
？

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
の
内
容
は
？

町
税
が
増
え
、
地
方
交

付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
も

増
、
ト
ー
タ
ル
で
歳
入
が

1
億
8
千
万
円
増
加
し
て
い

る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。

拡
充
は
終
わ
っ
た
。
小
学

校
校
区
に
各
2
台
、
自
治
会

に
各
1
台
、
合
計
町
内
58
台

設
置
。

で
き
る
だ
け
ま
と
め
て
契

約
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減

に
努
め
て
い
る
。

39
局
を
3
分
の
1
ず
つ
、

3
年
毎
に
向
き
や
電
波
の
点

検
を
し
て
い
る
。

ホ
テ
ル
誘
致
の
実
施
、

「
熊
取
町
×
大
体
大
D
A
S
H

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
協
働
提
案
の

締
結
。P 

R
動
画
「
熊
取
も
の
が

た
り
」
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
、
「
ほ
ほ
え
み
子
育
て
熊
取

町
！
」
を
配
布
し
、
転
入
・
定

住
促
進
P 
R
活
動
を
し
た
。

答

答

答

答

答答

歳
入
状
況
は
？

防
犯・防
災

コ
ス
ト
削
減
に
つ
い
て

創
生
戦
略
は
？

問

問

問

問

問問

文野 慎治 委員

矢野 正憲 委員

阪口 均 委員

河合 弘樹 委員

二見 裕子（副委員長）

江川 慶子 委員
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決算審査
9月6日の本会議において本委員会に付託された、平成29年度一般会計決算

他6件について、9月14日・20日の2日間にわたり審議しました。

町政全般にわたり、数多くの質疑がありました。

その中から、いくつか紹介します。
坂上 昌史 委員長

特別委員会
動
画
は

こ
ち
ら

質
疑

ここが
聞きたい
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く
ま
と
り
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
の
参
加
者
が
減
少
傾
向
だ

が
今
後
ど
う
し
た
い
の
か
？

永
楽
ダ
ム
周
辺
道
路
の

安
定
度
調
査
の
結
果
は
？

木
造
住
宅
除
却
工
事
補

助
に
つ
い
て
、
台
風
被
害
に

あ
っ
た
空
き
家
も
対
象
に
な

る
か
？

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
委
託
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
事
業
か
？

　
地
域
と
の
交
流
は
？

福
祉
関
係
者
を
啓
発
し

て
こ
そ
精
神
障
が
い
の
方

と
の
交
流
に
発
展
す
る
の
で

は
？

「
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
派
遣
事
業
に
つ

い
て
は
？

支
援
教
育
介
助
員
の
状

況
は
？
行
革
に
よ
る
削
減
は

し
て
い
な
い
か
？

台
風
に
よ
る
停
電
で
住

民
生
活
に
支
障
が
出
た
。
環

境
セ
ン
タ
ー
・
火
葬
場
の
非

常
電
源
は
大
丈
夫
か
？

町
営
葬
儀
事
業
、
近
年
、

家
族
葬
等
が
増
え
て
い
る
が
、

葬
儀
の
件
数
は
？

「
フ
ァ
ン
ラ
ン
（
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
楽
し
む
）
」
の
方
向

で
、
参
加
者
を
増
や
し
た
い
。

町
道
高
田
桜
谷
線
道
路
法

面
修
繕
工
事
と
し
て
モ
ル
タ

ル
吹
付
工
を
実
施
し
た
。

昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住

宅
は
対
象
に
な
る
。

生
産
活
動
等
で
仲
間
づ
く

り
を
し
て
い
る
事
業
。

　
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
は
、
事
業
者
と
相
談
し
な

が
ら
提
案
し
て
い
き
た
い
。

「
第
3
次
障
が
い
者
計

画
」
の
具
体
的
対
応
と
し
て

取
り
組
む
。

登
録
者
数
は
減
少
し
て
い

る
が
、
大
体
大
と
の
協
働
で
、

教
育
学
部
の
学
生
が
参
加
し

て
く
れ
て
い
る
。

小
学
校
児
童
1
1
0
名
に

介
助
員
32
名
。
中
学
校
生
徒

45
名
に
介
助
員
4
名
。
必
要

に
応
じ
て
配
置
し
て
い
る
。

非
常
電
源
は
通
常
時
の
全

て
の
電
源
を
補
う
も
の
で
は

無
い
が
整
備
し
て
い
る
。

〈
後
日
の
謝
罪
答
弁
〉

　
過
日
の
決
算
委
員
会
の
答
弁
は
虚
偽
で
あ
っ
た
。
火
葬

場
の
非
常
用
電
源
は
4
年
前
に
故
障
し
て
以
来
、
修
理
し

て
い
な
か
っ
た
。
誠
に
遺
憾
。
早
急
に
対
応
す
る
。

平
成
29
年
度
は
、
10
件
で
、

28
年
度
は
4
件
だ
っ
た
。

答

答答

答答

答答

答答

く
ま
と
り
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

事
業
関
係
に
つ
い
て

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

教
育
の
取
り
組
み
は
？

非
常
用
電
源
に
つ
い
て

町
営
葬
儀
に
つ
い
て

問

問問

問問

問問

問問

平
成
25
年
度
か
ら
、
消
防
力
の
向
上
・
経
費
の
節
減
を

目
的
と
し
て
、
泉
佐
野
市
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、
熊
取
町
、

田
尻
町
、
岬
町
の
3
市
3
町
で
構
成
す
る
、
泉
州
南
消
防

組
合
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
経
費
に
相
当
す
る
各
市
町
の
負
担
金
は
広
域

化
に
よ
る
設
備
投
資
等
に
よ
り
こ
の
5
年
間
、
上
が
り
続

け
て
い
ま
す
。

8
月
に
行
わ
れ
た
消
防
組
合
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

熊
取
町
選
出
議
員
（
文
野
・
坂
上
（
昌
））
か
ら
は
、
上
が

り
続
け
て
い
る
人
件
費
・
経
費
・
負
担
金
や
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
質
問
・
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
設
立
当
初
の
広
域
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
の
実
現

の
た
め
、
具
体
的
な
数
字
上
の
目
標
設
定
を
議
会
に
示
す

よ
う
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

泉
州
南
消
防
組
合
29
年
度
決
算
審
査
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前
年
度
決
算
と
比
べ
収

支
が
大
き
く
改
善
し
て
い

る
。

　
熊
取
町
第
3
次
行
革
プ

ラ
ン
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
前
年
度
決
算
を

土
台
に
し
た
厳
し
す
ぎ
る

行
革
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

①�

退
職
者
の
半
数
し
か
補

充
し
な
い
職
員
削
減
案

②�

子
育
て
支
援
と
逆
行
す

る
就
学
援
助
の
所
得
基

準
の
見
直
し

③�

待
機
児
が
生
じ
て
い
る

中
で
西
保
育
所
民
営
化

の
一
方
的
な
提
案

等
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
逆

行
す
る
計
画
が
次
々
に
書

き
込
ま
れ
た
。
貧
困
と
格

差
が
広
が
り
、
大
規
模
災

害
の
不
安
が
増
大
し
て
い

る
中
で
こ
そ
、
安
心
で
き

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
保
障

す
べ
き
だ
。
国
保
会
計
は

保
険
料
軽
減
の
た
め
の
一

般
会
計
繰
り
入
れ
を
認
め

な
い
姿
勢
。
介
護
保
険
会

計
は
安
心
し
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

減
免
制
度
の
改
善
を
求
め

る
。

　
一
般
会
計
、
実
質
収
支

は
5
1
9
1
万
5
千
円
の

黒
字
、
13
年
連
続
の
徴
収

率
を
評
価
。
更
な
る
自
主

財
源
確
保
の
推
進
、
行
財

政
改
革
を
望
む
。
中
学

1
、
2
年
生
普
通
教
室
へ

空
調
設
備
を
整
備
、
就
学

援
助
制
度
の
新
入
学
学
用

品
費
の
入
学
前
支
給
、
50

歳
以
上
の
男
性
に
前
立
線

が
ん
検
診
の
開
始
、
熊
取

町
空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
、

路
面
下
空
洞
調
査
の
実

施
、
各
自
治
会
内
に
計
38

台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

等
、
評
価
。

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

実
質
収
支
は
4
8
1
2
万

8
千
円
の
黒
字
、人
口
普

及
率
は
80� .�

4
％
、
国
の

補
助
金
活
用
で
の
長
寿
命

化
の
取
組
み
を
評
価
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
実
質
収
支
は

1
億
4
1
3
9
万
9
千
円

の
黒
字
。
健
康
づ
く
り
推

進
奨
励
事
業
で
の
更
な
る

特
定
健
診
の
受
診
率
の
推

進
を
期
待
。

　
29
年
度
の
事
業
・
施
策

と
し
て
、
北
保
育
所
の

0
・
1
歳
児
保
育
の
開
始

や
、
朝
7
時
か
ら
夜
7
時

ま
で
の
保
育
時
間
の
拡
充
。

　
中
学
1
・
2
年
生
普
通

教
室
及
び
特
別
教
室
へ
エ

ア
コ
ン
整
備
、
新
入
学
児

童
生
徒
に
対
す
る
新
入
学

学
用
品
の
入
学
前
支
給
を

実
施
、
大
阪
体
育
大
学
と

「
D
A
S
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。

　
「
町
道
路
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
く

老
朽
化
対
策
、
38
台
の
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
、
全
消

防
団
の
分
団
器
具
庫
の
耐

震
化
及
び
改
築
工
事
の
実

施
等
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
第

3
次
行
財
政
構
造
改
革
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
の
実
現

に
向
け
、
全
力
を
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
経

常
収
支
比
率
が
改
善
さ
れ

約
5
2
0
0
万
円
の
黒
字

を
計
上
し
た
こ
と
を
評
価

し
、
主
要
施
策
の
中
で
は
、

以
下
6
点
を
評
価
す
る
。

①�

「
熊
取
町
第
4
次
総
合

計
画
」
の
策
定
と
「
熊

取
町
第
3
次
行
財
政
構

造
改
革
プ
ラ
ン
及
び
同

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
策
定

②�

「
タ
ピ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
立
ち
上
げ

③�

A
L
T
（
外
国
語
指
導

助
手
）
の
増
員

④�

就
学
援
助
金
の
支
給
時

期
を
早
め
た
こ
と

⑤�
「
大
阪
岸
和
田
南
海

線
」
及
び
「
泉
州
山
手

線
」
の
整
備
に
む
け
た

手
続
き
を
進
め
た

⑥�

町
税
の
徴
収
強
化
を
進

め
徴
収
率
を
0.
6
ポ
イ

ン
ト
上
げ
、
現
年
・
滞

納
繰
越
合
計
徴
収
率
を

97

�

.�

0
％
と
し
た
こ
と
。

　
町
税
徴
収
率
の
増
加
は

評
価
で
き
る
。
表
面
的
に

財
政
指
数
は
改
善
さ
れ
た

が
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
へ

の
依
存
度
が
小
さ
く
な
い

こ
と
か
ら
も
、
さ
ら
な
る

行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ

と
。
タ
ピ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
拡
充
、
小
学
校
及
び

学
童
保
育
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　
以
下
を
要
望
す
る
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

公
民
館
を
統
合
し
、
5
0
0

人
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
を

有
す
る
施
設
の
新
築
。
将

来
大
き
な
災
害
発
生
時
に

備
え
た
災
害
発
生
時
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
。
学

校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
老

人
憩
い
の
家
の
耐
震
補
強
、

奥
山
雨
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
。
国
民
健
康

保
険
事
業
で
は
、
被
保
険

者
の
負
担
軽
減
努
力
を
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

で
発
覚
し
た
虚
偽
答
弁
問

題
は
、
一
個
人
の
ミ
ス
で

は
無
く
町
組
織
全
体
で
責

め
を
負
い
、
再
発
し
な
い

よ
う
検
証
す
る
こ
と
。

学校施設や通学路におけるブロック塀等
の安全性確保を求める意見書
　大阪北部地震で学校施設のブロック塀
が倒壊して児童が死亡。国は引き続き通学
路のブロック塀等の緊急総点検と安全対
策を行い、以下の積極的な対応を求める。
①�通学路の変更や立ち入り禁止等の措
置を含めた対応の徹底
②�社会資本整備総合交付金および防
災・安全交付金の積極的な活用
③�防災機能強化事業について、広域で
の申請を認めること

児童虐待防止対策の更なる強化を求める
意見書
　虐待から子どもの命を守るために、
児童虐待防止対策の更なる強化に向け、
以下の取り組みを強く求める。
①児童相談所強化プランの拡充
②児童相談体制改革
③�引き継ぎの全国共通ルールと情報共
有できるシステムの構築
④児童相談所への通告の無料化
⑤�SSWを中心とした学校における虐待
対応体制の整備

地方消費者行政に対する財政支援の継
続・強化を求める意見書
　高齢化の進展など社会情勢が複雑化
し、消費者の安全、安心は重大な課題
である。地方自治体が行う重大事故情
報の提供などは国全体の利益に資する
ものであることを考え、恒久的な財政
支援を行う必要がある。国においては
下記事項について特段の措置を求める。
①�現行の消費者行政強化交付金を継続・
拡充し、恒久的な財政支援をすること。
②�地方自治体における消費者生活相談員
などの人材確保の支援を行い、資質向上
の研修が行える体制強化策を講じること。

一
般
・
特
別
会
計
決
算

討
論
（
要
旨
）

日本共産党

熊取公明党

熊愛の会
賛成

未来

新守クラブ
新政クラブ

賛成

賛成

賛成

反対
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報告第　  1号　平成29年度熊取町財政健全化判断比率について
報告第　  2号　平成29年度熊取町下水道事業特別会計資金不足比率について
報告第　  3号　平成29年度熊取町水道事業会計資金不足比率について
報告第　  4号　第124回大阪府原子炉問題審議会の概要について
報告第　  5号　熊取町教育委員会活動の点検及び評価（平成29年度事業対象）の結果報告について
報告第　  6号　損害賠償に関する専決処分報告について
議案第　51号　平成30年度熊取町一般会計補正予算（第4号）の専決処分報告について
議案第　52号　平成30年度熊取町一般会計補正予算（第5号）の専決処分報告について
議案第　53号　公平委員会委員の選任同意について
議案第　54号　教育委員会委員の任命同意について
議案第　55号　手数料条例の一部を改正する条例 ➡
議案第　56号　税条例等の一部を改正する条例 ➡
議案第　57号　印鑑登録条例の一部を改正する条例
議案第　58号　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
議案第　59号　工事請負契約の締結について（町道小谷穴釜線道路改良工事）➡
議案第　60号　工事請負契約の締結について（向田橋橋梁修繕工事）➡
議案第　61号　町立小・中学校の校務用パソコンの購入について
議案第　62号　平成29年度熊取町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
議案第　63号　平成30年度熊取町一般会計補正予算（第6号）➡
議案第　64号　平成30年度熊取町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
議案第　65号　平成30年度熊取町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
議案第　66号　平成30年度熊取町介護保険特別会計補正予算（第1号）
議案第　67号　平成29年度熊取町一般会計歳入歳出決算認定について
議案第　68号　平成29年度熊取町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
議案第　69号　平成29年度熊取町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
議案第　70号　平成29年度熊取町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
議案第　71号　平成29年度熊取町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
議案第　72号　平成29年度熊取町墓地事業特別会計歳入歳出決算認定について
議案第　73号　平成29年度熊取町水道事業会計決算認定について
議案第　74号　災害見舞金等支給条例 ➡
議案第　75号　平成30年度熊取町一般会計補正予算（第7号）➡
議員提出議案第5号　 学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求める意見書 

（提出先：内閣総理大臣、文部科学大臣、総務大臣、国土交通大臣）
議員提出議案第6号　 児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 

（提出先：内閣総理大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣、総務大臣、国家公安委員長）
議員提出議案第7号　 地方消費者行政に対する財政支援の継続・強化を求める意見書 

（提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）、内閣官房長官）

　
一
般
会
計
、
実
質
収
支

は
5
1
9
1
万
5
千
円
の

黒
字
、
13
年
連
続
の
徴
収

率
を
評
価
。
更
な
る
自
主

財
源
確
保
の
推
進
、
行
財

政
改
革
を
望
む
。
中
学

1
、
2
年
生
普
通
教
室
へ

空
調
設
備
を
整
備
、
就
学

援
助
制
度
の
新
入
学
学
用

品
費
の
入
学
前
支
給
、
50

歳
以
上
の
男
性
に
前
立
線

が
ん
検
診
の
開
始
、
熊
取

町
空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
、

路
面
下
空
洞
調
査
の
実

施
、
各
自
治
会
内
に
計
38

台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

等
、
評
価
。

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

実
質
収
支
は
4
8
1
2
万

8
千
円
の
黒
字
、人
口
普

及
率
は
80 . 

4
％
、
国
の

補
助
金
活
用
で
の
長
寿
命

化
の
取
組
み
を
評
価
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
実
質
収
支
は

1
億
4
1
3
9
万
9
千
円

の
黒
字
。
健
康
づ
く
り
推

進
奨
励
事
業
で
の
更
な
る

特
定
健
診
の
受
診
率
の
推

進
を
期
待
。

　
町
税
徴
収
率
の
増
加
は

評
価
で
き
る
。
表
面
的
に

財
政
指
数
は
改
善
さ
れ
た

が
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
へ

の
依
存
度
が
小
さ
く
な
い

こ
と
か
ら
も
、
さ
ら
な
る

行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ

と
。
タ
ピ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
拡
充
、
小
学
校
及
び

学
童
保
育
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　
以
下
を
要
望
す
る
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

公
民
館
を
統
合
し
、
5
0
0

人
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
を

有
す
る
施
設
の
新
築
。
将

来
大
き
な
災
害
発
生
時
に

備
え
た
災
害
発
生
時
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
。
学

校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
老

人
憩
い
の
家
の
耐
震
補
強
、

奥
山
雨
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
。
国
民
健
康

保
険
事
業
で
は
、
被
保
険

者
の
負
担
軽
減
努
力
を
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

で
発
覚
し
た
虚
偽
答
弁
問

題
は
、
一
個
人
の
ミ
ス
で

は
無
く
町
組
織
全
体
で
責

め
を
負
い
、
再
発
し
な
い

よ
う
検
証
す
る
こ
と
。

平成３０年９月定例会提出議案　町長提案３１件・議員提出議案３件
（報告 ８件、補正予算 ５件、決算 ７件、条例 ４件、人事 ２件、その他 ５件）

P8に掲載

P8に掲載

P8に掲載

P8に掲載

P8に掲載

P8に掲載

➡意見書は
P6に掲載

P8に掲載

9月定例会審議案件
議員
名 文野 重光 浦川 阪口 坂上

昌史 二見 渡辺 服部 矢野 佐古 河合 鱧谷 江川
坂上
巳生男
議長

会派 熊愛 熊愛 未来 未来 未来 公明 公明 新政 新政 新守 新守 共産 共産 共産

平成２９年度熊取町一般会計
歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ー

平成２９年度熊取町
国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ー

平成２９年度熊取町
介護保険特別会計歳入歳出

決算認定について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ー

備考：日本共産党熊取町会議員団（共産）、熊愛の会（熊愛）、新政クラブ（新政）、熊取公明党（公明）、新守クラブ（新守）

議員の態度表明（○賛成  ×反対  △退場）態度が分かれたもののみ表示
（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します。）
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主な議案の説明

マイナンバーカードを利用したコンビニエンスス

トア等の多機能端末機での証明等交付を開始するこ

とに伴い、その手数料について規定する。

平成31年4月16日から施行

証明書の種類 窓口交付 コンビニ交付
住民票 300円 200円
印鑑登録証明書 300円 200円
戸籍の附票 300円 200円
戸籍謄本・抄本 450円 350円

議案第55号

風水害等の災害を受けた町民、ご遺族の方に、見

舞金等を支給する。

平成30年9月4日から適用

［住宅］
全壊・全焼・流失 1世帯につき 10万円
大規模半壊・半壊・半焼 1世帯につき 5万円
床上浸水 1世帯につき 3万円
［町民］
傷害（30日以上入院） 1人につき 3万円
死亡（災害より180日以内） 1人につき 10万円

議案第74号
災害見舞金等支給条例

手数料条例の一部を改正する条例

個人住民税関係（平成33年1月1日施行）

・給与所得控除・公的年金等控除額を10万円引き下げ

・基礎控除の控除額を10万円引き上げ

 （控除額33万円→43万円）

たばこ税関係
国・地方のたばこ税の税率を1本あたり3円引き上げ

（平成30年10月1日から1本あたり1円ずつ3段階に分

けて実施）

※町税相当分は0.43円になる。

議案第56号
税条例等の一部を改正する条例

町道小谷穴釜線道路改良工事について指名競争入札

により契約を締結

・契約先／（株）星和コンストラクション（七山東）

・契約金／4,554万360円

・工　期／平成31年3月8日

議案第59号
工事請負契約の締結について

向田橋橋梁修繕工事について指名競争入札により

契約を締結

・契約先／保志建設（株）（小垣内2丁目）

・契約金／4,850万1,720円

・工　期／平成31年3月27日

議案第60号
工事請負契約の締結について

議案第63号
平成30年度熊取町一般会計補正予算（第6号）
1億169万5千円追加
・ 中央小学校敷地内への中央学童レンタルユニット設

置に係る経費 1,756万円

・ブロック塀等撤去・新設補助金 400万円

・財政調整基金積立金 2,695万円　　　他

議案第75号
平成30年度熊取町一般会計補正予算（第7号）
2億668万5千円追加
・町災害見舞金等 300万円

・ 河川災害復旧事業 1億7,125万7千円 

　雨山川（美熊台地区）復旧工事費等

7月豪雨で崩壊した雨山川（美熊台地区）法面

追加：住民基本台帳の閲覧は300円
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将
来
の
空
き
家
抑
制
、
転

入
・
定
住
促
進
に
よ
る
ま
ち
の

活
性
化
を
推
進
す
る
目
的
で

「
熊
取
町
空
き
家
バ
ン
ク
」
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。
最
新
の
進

捗
状
況
は
？

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
登

録
状
況
は
、
3
件
と
な
っ
て
い

る
。
登
録
に
至
っ
て
い
な
い
相

談
は
3
件
あ
る
。

町
内
の
空
き
家
実
数
は
？

平
成
28
年
度
調
査
で

7
6
0
件
（
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア

パ
ー
ト
含
む
）
。
現
在
は
各
自

治
会
に
空
き
家
の
実
態
調
査
と

空
き
家
の
状
況
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
る
。

集
計
中
の
速
報
と
し
て
29
自
治

会
の
空
き
家
実
数
は
3
2
9
件

（
残
り
10
自
治
会
・
マ
ン
シ
ョ

ン
・
ア
パ
ー
ト
は
含
ま
な
い
）
。

最
終
的
に
は
7
6
0
件
を
少
し

下
回
る
ぐ
ら
い
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

空
き
家
相
談
員
を
設
置
し

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
つ
い
て

転
入
定
住
促
進
特
設
サ
イ

ト
ア
ク
セ
ス
数
の
減
少
は
？

サ
イ
ト
開
設
か
ら
3
年
が

経
過
し
、
周
知
が
ひ
と
回
り
し

た
こ
と
も
要
因
。

今
後
の
ペ
ー
ジ
更
新
、
情

報
の
刷
新
等
は
？

随
時
更
新
。
「
ほ
ほ
え
み

子
育
て
熊
取
町
！
」
の
イ
メ
ー

ジ
は
継
続
。

3
世
代
近
居
支
援
、
社
宅

誘
致
支
援
の
現
況
は
？

3
世
代
近
居
支
援
の
新
築

住
宅
申
請
は
38
件
（
町
外
16

件
）
、
中
古
住
宅
申
請
は
4
件

（
町
外
2
件
）
。
社
宅
誘
致
支

援
は
1
社
。

町
内
大
学
生
の
住
民
登
録

者
が
目
標
よ
り
低
い
が
？

住
民
登
録
の
異
動
は
学
生

の
自
覚
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。

住
民
登
録
の
大
学
生
の
メ

て
空
き
家
相
談
会
を
実
施
し
て

い
る
が
そ
の
状
況
は
？

4
月
か
ら
不
動
産
関
係
2

団
体
か
ら
月
1
回
相
談
員
を
派

遣
し
て
も
ら
い
、
空
き
家
の
有

効
活
用
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

て
い
る
。
不
安
解
消
を
図
り
、

ス
ム
ー
ズ
な
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
と
空
き
家
の
利
活
用
を

促
進
し
て
お
り
、
現
時
点
で
4

件
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

「
熊
取
町
空
き
家
バ
ン

ク
」
が
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
に

至
っ
て
い
な
い
現
状
分
析
は
？

空
き
家
の
ま
ま
に
し
て
お

く
理
由
と
し
て
、
「
物
置
と
し

て
必
要
」
「
困
っ
て
い
な
い
」

「
将
来
、
親
族
が
使
う
か
も
し

れ
な
い
」
「
好
き
な
と
き
に
利

用
や
処
分
が
で
き
な
く
な
る
」

が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
積
極

的
に
売
却
・
賃
貸
な
ど
の
活
用

を
図
る
と
い
う
も
の
は
み
ら
れ

な
い
状
況
だ
。
空
き
家
所
有
者

に
対
し
、
空
き
家
相
談
員
制
度

リ
ッ
ト
は
？

特
段
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

乳
幼
児
健
診
の
未
受
診
の

フ
ォ
ロ
ー
は
？

受
診
勧
奨
、
保
健
師
の
訪

問
で
の
発
達
状
況
等
の
確
認
し
、

状
況
把
握
し
て
い
る
。

4
ヶ
月
、
1
歳
7
ヶ
月
、

3
歳
6
ヶ
月
健
診
で
発
達
障
が

い
の
疑
い
が
多
く
見
ら
れ
た
健

診
は
？平

成
29
年
度
は
1
歳
7
ヶ

月
が
1
1
0
人（
36 . 

2
％
）
、

3
歳
6
ヶ
月
は
80
人（
23 

. 

5
％
）
。

発
達
障
が
い
の
疑
い
の
子

ど
も
さ
ん
の
対
応
は
？

医
師
に
よ
る
経
過
観
察
や
心

や
空
き
家
バ
ン
ク
、
空
き
家
の

活
用
事
例
の
紹
介
な
ど
積
極
的

な
活
用
に
つ
な
が
る
よ
う
な
情

報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
。

各
市
町
村
と
も
空
き
家

バ
ン
ク
の
登
録
物
件
の
確
保
に

苦
慮
し
て
い
る
よ
う
だ
。
将
来

の
空
き
家
抑
制
、
転
入
・
定
住

促
進
に
よ
る
活
性
化
を
推
進

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
助
成
な
ど
民
間
事
業
者

が
熊
取
町
の
空
き
家
・
中
古
物

件
を
勧
め
て
も
ら
え
る
誘
引
策

が
必
要
で
、
新
た
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。

理
士
の
発
達
相
談
等
、
早
期
の

支
援
と
早
期
療
育
に
も
取
組
む
。

5
歳
児
健
診
の
取
組
は
？

次
年
度
に
就
学
の
子
ど
も

さ
ん
に
5
歳
児
相
談
。
町
内
保

育
所
等
へ
の
巡
回
相
談
を
定
期

的
に
実
施
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
配
布
状
況
は
？

平
成
29
年
6
月
か
ら
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
1
0
7
個
、
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
1
0
5
枚
。

周
知
は
？

広
報
、
H 

P
、
新
た
に
障

が
い
者
手
帳
を
取
得
さ
れ
た
方
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
。

災
害
時
要
支
援
者
へ
の
配

布
は
？希

望
者
へ
の
窓
口
配
布
。

今
後
、
チ
ラ
シ
配
布
で
更
な
る

周
知
を
行
う
。

問問 問

問

答答

答答

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

開
設
さ
れ
た「
熊
取
町
空
き
家
バ
ン
ク
」に
つ
い
て

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
充
実
を
！

軽
度
発
達
障
が
い
の
子
ど
も
さ
ん
の
早
期
発
見
を
！

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク・ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
更
な
る
周
知
を
！

新
政
ク
ラ
ブ
　
矢
野
　
正
憲

熊
取
公
明
党
　
二
見
　
裕
子

要
望3

月（
予
算
）・9
月（
決
算
）定
例
会
に
お
い
て
会
派
を
代
表
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

問

問問問 問

問問 問

問問問問 答

答答答 答

答 答

答答答

答答
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永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
利

用
状
況
に
つ
い
て

利
用
者
の
推
移
は
？

28
年
度
は
21 . 

8
万
人
、
29

年
度
は
16

 

. 

8
万
人
、
30
年
度

は
前
年
に
対
し
て
88
％
で
推
移
。

指
定
管
理
に
移
行
に
な
っ

て
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
収
入
は
？

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

物
販
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

収
入
面
で
は
駐
車
場
以
外
に
8

月
末
時
点
で
26 . 

5
万
円
あ
る
。

今
後
の
対
策
は
？

利
用
者
数
の
目
標
を
16
～

17
万
人
に
お
い
て
、
日
陰
の
設

置
・
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
す
又
は

赤
ち
ゃ
ん
用
遊
具
の
設
置
な
ど

検
討
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も

表
れ
て
い
る
が
「
野
外
活
動
ふ

れ
あ
い
広
場
」
等
、
近
隣
施
設

の
知
名
度
が
低
く
、
せ
っ
か
く

の
施
設
の
利
用
が
不
十
分
と
思

わ
れ
る
。
も
っ
と
P 

R
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

奥
山
雨
山
自
然
公
園
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

利
用
者
数
の
推
移
は
？

人
数
把
握
は
で
き
な
い
。

問
題
点
と
対
策
は
？

コ
ー
ス
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
今
後
整
備
を

行
っ
て
い
く
。
桜
や
紅
葉
の
植

樹
を
行
い
、
景
観
を
楽
し
め
る

場
所
作
り
を
す
る
。

町
内
利
用
者
に
限
り
駐
車

場
の
無
料
化
は
？

町
内
利
用
者
の
区
別
の
仕

方
の
問
題
や
受
益
者
負
担
の
観

点
か
ら
考
え
て
い
な
い
。

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

利
用
者
と
し
て
は
町
内
の
高
齢

者
の
方
が
多
く
、
自
分
の
健
康

維
持
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
住
民
の
健
康
寿
命
を
延
ば

す
観
点
か
ら
も
是
非
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

今
後
の
人
件
費
に
つ
い
て

再
任
用
の
人
数
と
ポ
ス
ト

は
？

9
月
1
日
現
在
11
名
で
3

年
後
は
17
名
程
度
を
想
定
し
て

い
る
。
職
階
は
副
主
査
級
で
週

最
大
4
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

国
が
「
国
家
公
務
員
の
定

年
延
長
」
を
示
唆
し
た
が
熊
取

町
へ
の
影
響
は
？

国
が
段
階
的
に
定
年
を
65

歳
ま
で
引
き
上
げ
、
給
与
を
60

歳
前
の
7
割
水
準
に
設
定
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
意
見
集
約
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
あ
り
熊
取
町
の
人

件
費
の
試
算
を
す
る
こ
と
は
困

難
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
に
つ
い
て

平
成
27
～
29
年
末
ま
で
の

実
績
、
使
用
額
、
残
高
は
？

以
下
の
状
況
だ
っ
た
。

30
年
度
は
7
月
末
で
約
8
億
円
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
謝

礼
等
に
か
か
っ
た
経
費
は
？

27
年
度
は
31
％
、
28
年
度

は
27
％
、
29
年
度
は
39
％
。

寄
附
の
使
途
別
に
使
用

実
績
を
公
表
す
る
こ
と
。
ま
た
、

寄
付
額
、
経
費
、
残
高
を
決
算
書

の
附
属
資
料
に
明
記
す
る
こ
と
。

損
害
賠
償
金
の
回
収
状
況

損
害
賠
償
金
回
収
状
況
は
？

住
民
訴
訟
で
認
定
さ
れ
た
損

害
賠
償
額
は
3
億
7
4
7
4
万

円
で
、
遅
延
損
害
金
を
除
く
回

収
額
は
1
億
9
1
5
7
万
円
。

完
納
・
分
割
納
入
業
者
は
？ 

完
納
10
社
、
分
納
中
3
社
。

未
納
者
と
未
納
額
は
？

未
納
者
と
損
害
賠
償
債
務

残
高
（
元
金
）
は
次
表
の
通
り
。

藤
原
町
長
は
以
下
に
つ

い
て
熊
取
町
の
立
場
を
、
年
内

に
住
民
に
明
確
に
示
す
べ
き
で

あ
る
。

①
住
民
訴
訟
し
た
人
へ
の
お
礼

② 

損
害
賠
償
金
の
完
納
者
と
分

割
納
入
者
へ
の
お
礼

③
前
町
長
の
無
責
任
な
対
応

④ 

損
害
賠
償
金
未
納
の
10
業
者

と
個
人
2
名

職
員
人
件
費
の
コ
ス
ト
意
識

職
員
の
人
件
費
コ
ス
ト
の

認
識
を
高
め
る
工
夫
は
？

今
年
度
か
ら
は
、
第
3
次

行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
業
務
の
見
直
し
や
事
務
の

効
率
化
を
徹
底
し
、
業
務
量
を

精
査
し
た
う
え
で
職
員
数
の
削

減
を
行
う
。

ま
た
、
職
員
の
人
事
評
価

制
度
の
中
で
、
職
員
の
必
要
な

資
質
と
し
て
コ
ス
ト
感
覚
を
評

価
要
素
の
一
つ
と
し
て
設
定
し

て
い
る
。

問

問問問

問問

問 問 答

答答答

答答

答 答

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

奥
山
雨
山
自
然
公
園
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

今
後
の
人
件
費
に
つ
い
て

決
算
で
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
収
入・使
用
額
等
の
公
表
を
！

損
害
賠
償
金
未
納
者
は
、熊
取
町
民
に
謝
罪
を
！

職
員
人
件
費
の
コ
ス
ト
意
識
向
上
を
！

未
来
　
阪
口
　
均

熊
愛
の
会
　
重
光
　
俊
則

要
望

要
望

答 問要
望

問答問答答 問要
望

答 問

27年度 28年度 29年度
寄附金額 121,472,526 397,335,621 338,528,487
謝礼品等経費 37,968,350 106,232,057 124,042,691
経費の割合 31% 27% 37%

寄附金の区分 平成27年度〜29年度
寄附実績 使用額

協働 1億3500万円 240万円
使途指定 子育て教育 7100万円 7580万円その他 8800万円

使途指定無し 5億6200万円 0
合　計 8億5600万円 7820万円

くまとりふるさと応援寄附金額と謝礼品等の経費（単位：円）

ふるさと応援寄附金 使途別寄附実績と使用額

　未納者 債務（元金）残高 　未納者 債務（元金）残高
今勝建設（株） 15,933,750 日南建設（株） 18,677,400
阪南土木工業（株） 13,492,500（株）ヤマシン 5,370,750
成公建設（株） 5,064,150（株）クマトリ 9,599,625
（株）德進建設 48,193,950 川勝土木建材（株） 4,168,500
（株）西貫社 21,206,203 北川一彦 50,000,000
（株）山本組 13,356,000 西尾明治 40,000,000

未納者の損害賠償債務（元金）残高（敬称略）（単位：円）

（平成30年8月31日現在）

答 問

2018-11_くまとり議会だより.indd   10 18/10/19   10:51



会
派
代
表
質
問

答 問 答 問答 問

要
望
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行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
に

お
け
る
庁
内
業
務
の
効
率
化

各
課
業
務
の
洗
い
出
し
の

進
捗
は
？ 

各
部
署
か
ら
、
人
員
及
び

業
務
の
内
容
・
量
を
精
査
し
適

宜
人
員
配
置
を
行
っ
て
い
る
。

行
革
プ
ラ
ン
で
は
効
率
的
な
組

織
機
構
の
見
直
し
に
向
け
、
各

部
署
よ
り
組
織
や
業
務
内
容
に

対
す
る
意
見
集
約
中
で
、
次
年

度
か
ら
順
次
組
織
機
構
の
見
直

し
を
行
う
。

委
託
業
務
も
含
め
て
本

当
に
無
駄
が
な
い
か
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
等
、
業
務
の
見

え
る
化
推
進
を
！

業
務
削
減
に
よ
る
人
件
費

削
減
の
具
体
案
は
？

従
前
よ
り
の
業
務
の
委
託

化
や
指
定
管
理
者
制
度
導
入
を

今
後
も
行
う
。
ま
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
低
下
も
懸
念
し
な
が
ら
慎

重
に
精
査
し
、
部
署
内
業
務
の

全
体
量
削
減
や
組
織
の
ス
リ
ム

行
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
見
直
し
を

平
成
29
年
度
決
算
は
平
成

28
年
度
決
算
と
比
べ
収
支
が
大

き
く
改
善
し
て
い
る
。
平
成
28

年
度
を
基
準
に
し
た
第
3
次
行

革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

改
善
要
因
は
、
町
税
、
各

種
税
の
交
付
金
、
地
方
交
付
税

交
付
金
等
の
経
常
一
般
財
源
が

大
き
く
増
加
。
人
件
費
や
扶
助

費
が
増
加
し
た
も
の
の
公
債
費

や
投
資
的
経
費
は
、
減
少
。
第

3
次
行
革
を
前
倒
し
に
実
施
し

た
影
響
等
。
目
標
は
収
支
が
均

衡
し
基
金
繰
入
に
依
存
し
な
い

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
。
29

年
一
年
だ
け
の
決
算
状
況
で
見

直
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

就
学
援
助
制
度

来
年
度
か
ら
認
定
所
得
基

準
の
見
直
し
に
よ
り
制
度
を
受

け
ら
れ
な
い
子
育
て
世
帯
が
増

化
に
取
り
組
む
。

個
々
の
業
務
の
中
で
、

出
来
る
限
り
単
純
作
業
を
洗
い

出
し
、
部
課
を
超
え
た
業
務
の

シ
ス
テ
ム
化
統
合
化
を
！

I 
T
の
活
用
は
？

R
P
A
手
法
を
活
用
し
、

業
務
の
省
力
化
、
効
率
化
の
効

果
の
検
証
の
為
、
現
在
、
国
か

ら
の
支
援
も
受
け
て
和
歌
山
県

橋
本
市
と
広
域
連
携
を
開
始
し

た
。
R
P
A
と
は
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て

業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
で
、

電
算
シ
ス
テ
ム
入
力
作
業
の
自

動
化
や
課
税
資
料
の
入
力
業
務

の
実
証
実
験
を
予
定
し
て
い
る
。

え
る
が
現
在
の
基
準
で
維
持
で

き
な
い
か
？

本
来
の
目
的
は
学
校
教
育

法
第
19
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
学

齢
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対

す
る
支
援
。
見
直
し
は
、
町
の

財
政
状
況
や
近
隣
市
町
の
状
況

等
も
勘
案
し
検
討
し
た
結
果
で

あ
る
。
予
定
ど
お
り
進
め
る
。

障
が
い
者
雇
用
率
は
？

国
の
水
増
し
ニ
ュ
ー
ス
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。
町
職
員
の

雇
用
状
況
は
？

法
定
雇
用
率（
2.
5
％
）

は
達
成
し
て
お
り
平
成
30

年
6
月
1
日
現
在
雇
用
率
は

4.
1
4
％
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

町
が
行
う
最
後
の
国
保
事

業
と
な
る
が
評
価
は
？

保
険
料
率
を
下
げ
た
上
に

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

若
者
が
活
躍
で
き
る
機
会

の
創
出
に
つ
い
て
？

若
者
の
柔
軟
な
発
想
力
と

行
動
力
で
、
様
々
な
取
り
組
み

を
し
て
頂
い
て
い
る
。
本
町
若

手
職
員
に
よ
る
政
策
研
究
チ
ー

ム
を
立
上
げ
、
時
代
に
即
し
た

対
応
が
で
き
る
様
、
今
後
も

「
若
い
力
」
を
活
用
し
た
い
。

若
手
経
営
者
と
の
地
域
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
は
？

今
ま
で
の
実
績
以
上
に
、

よ
り
一
層
商
工
会
や
商
工
会
青

年
部
等
若
手
経
営
者
、
観
光
協

会
と
も
連
携
し
地
域
活
性
化
事

業
の
更
な
る
推
進
を
行
い
た
い
。

高
校
生
の
意
見
集
約
の
場

づ
く
り
に
つ
い
て
？

現
在
の
大
学
生
に
よ
る
小
学

生
向
け
事
業
に
加
え
、
高
校
生
対

象
の
意
見
集
約
の
場
や
機
会
の
創

出
に
つ
い
て
種
々
研
究
し
た
い
。

実
質
収
支
が
1
億
4
千
万
の
黒

字
で
評
価
で
き
る
。
賦
課
徴
収

は
引
き
続
き
町
の
役
割
。

保
育
と
保
育
料
無
償
化

西
保
育
所
の
民
営
化
に
む

け
た
進
捗
状
況
は
？

業
者
選
定
で
基
準
を
満
た

す
法
人
は
該
当
な
し
で
あ
っ
た
。

保
育
料
の
無
償
化
は
？

来
年
10
月
か
ら
実
施
予
定
。

保
育
需
要
の
増
加
が
考
え
ら
れ

る
の
で
保
育
士
の
確
保
に
努
め

る
。

問答

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
実
効
性
の
あ
る

行
財
政
改
革
を
！

若
者
が
大
い
に
活
躍
し
、ど
ん
ど
ん
参
画
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
！

行
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
！

障
が
い
者
雇
用
率
の
状
況・国
民
健
康
保
険・西
保
育

所
の
民
営
化
状
況
と
保
育
料
の
無
償
化

新
守
ク
ラ
ブ
　
佐
古
　
員
規

日
本
共
産
党
　
江
川
　
慶
子

要
望

問

問問

問問

問 答

答答

答答

答

答 問

答 問
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会
派
代
表
質
問

一
般
質
問

現状／3社が分割払いで賠償中（毎月：113万円）。
　　　平成34年9月には終わるが回収率は58％にとどまる。

損
害
賠
償
金
回
収
率 

%

損害賠償金の回収（H30年7月末）および見込み（H34年9月末）
100
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30
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0
H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 H31年 H32年 H33年 H34年

(%)

6
月

3
月

9
月

3
月

9
月

3
月

9
月

3
月

9
月

3
月

9
月

3
月

9
月

3
月

9
月

3
月

9
月

3
月

9
月

H25年12月 最高裁判決
H25年5月 大阪高裁判決

課題／⑴和解が出来ていない4社からの回収。
　　　　7700万円16％
　　　⑵和解するも支払い拒否の3社からの回収。
　　　　9500万円20％
　　　⑶個人2名（北川一彦氏、西尾明治氏）からの回収。
　　　　9000万円

損害賠償額
4億7900万円（100％）
①高裁認定額／3億7500万円
②損害遅延金／1億  400万円
注）遅延金はH30年7月末

回収額
3億7300万円
（78％）

H34年9月末
回収額予定
2億7800万円
（58％）

H30年7月末
回収額
2億4200万円
（50.5％）

H26年9月
町議会は、債権者破産の請願を否決。
和解していた3社は、「町も議会も、
賠償金の回収に熱意がないことを
確信」し、支払い拒否に転じた。

和解の6社が支払った時の
回収ライン

12くまとり議会だより 平成30年11月発行　No.43

定
例
会
に
お
い
て
、各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
は
？

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で

食
品
ロ
ス
に
関
す
る
記
事
を
掲

載
し
啓
発
し
て
い
る
。

意
識
啓
発
と
し
て
、
月
曜

日
を
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
と
設

定
し
食
品
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
に
「
食
べ
マ
ン
デ
ー
」
運
動

を
推
進
し
て
は
ど
う
か
？

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り
組

む
仕
掛
け
づ
く
り
の
試
み
と
し

て
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

防
災・減
災
対
策
に
つ
い
て

学
校
施
設
や
通
学
路
の
緊

急
点
検
等
の
対
応
に
つ
い
て
の

現
状
報
告
は
？

北
小
学
校
・
北
中
学
校
の

プ
ー
ル
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
、

軽
量
の
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
に
更
新

す
る
。
工
期
は
11
月
7
日
ま
で
。

民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
・
新
設
に
対
す
る
補
助
制
度

の
現
状
報
告
は
？

9
月
現
在
13
件
交
付
決
定

し
て
い
る
。

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設

置
助
成
に
つ
い
て
は
？

家
具
等
の
転
倒
・
落
下
防
止

対
策
の
効
果
は
一
定
認
め
ら
れ
る

が
、
当
面
は
建
物
の
耐
震
化
の

補
助
制
度
を
進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

ひ
ま
わ
り
バ
ス
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
か
ら
、
今
後
地
域

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
は
？

商
業
施
設
付
近
へ
の
バ
ス

停
設
置
等
の
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

駅
へ
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

「
路
線
バ
ス
が
衰
退
を
招
く
」
こ

と
を
条
件
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
？

何
故
乗
り
入
れ
が
で
き
な

い
か
を
説
明
す
る
た
め
。

競
合
し
な
い
様
に
全

コ
ー
ス
が
駅
を
通
る
よ
う
に
し

な
く
て
も
良
い
。
青
葉
台
方
面

コ
ー
ス
だ
け
で
も
試
行
的
に

や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
購
入

費
助
成
事
業
に
つ
い
て

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
購
入

費
助
成
事
業
を
が
ん
患
者
サ

ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
？

府
内
で
の
導
入
状
況
は
1

自
治
体
。
行
革
を
行
っ
て
い
る

中
で
、
新
た
な
助
成
事
業
は
考

え
て
い
な
い
。

問問 答答

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

月
曜
日
を「
食
べ
マ
ン
デ
ー
」に
！

ひ
ま
わ
り
バ
ス 

駅
に
乗
り
入
れ
何
故
で
き
な
い
⁉

渡
辺
　
豊
子

答

問

答 問答 問答 問

答 問

答 問

要
望

「
談
合
問
題
」に
つ
い
て

６
月
議
会
で
「
調
査
報
告

書
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
町
長

と
議
論
し
提
言
も
行
い
、
一
定

の
理
解
を
得
た
。
町
広
報
は
、

今
後
の
回
収
見
込
み
等
の
事
実

を
伝
え
て
い
な
い
。

町
広
報
は
、
町
長
と
し
て

の
想
い
を
掲
載
し
た
も
の
。

回
収
見
込
み
は
「
別

表
」
の
通
り
。
現
実
を
知
ら
せ

る
べ
き
。

町
長
は
、
前
議
会
で
提
言

し
た
内
容
（
記
者
会
見
で
談
合

決
別
宣
言
・
組
織
の
意
識
改

革
・
完
納
業
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
・
滞
納
業
者
の
公
表
・
債
権

時
効
の
停
止
手
続
）
等
を
実
行

す
る
べ
き
で
は
？

年
内
に
議
会
と
相
談
し

な
が
ら
記
者
会
見
を
行
う
。
議

会
も
責
任
を
共
有
し
て
欲
し
い
。

身
の
丈
に
合
っ
た
行
財
政

運
営
の
理
想
と
現
状

職
員
数
・
任
用
の
議
論
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
事
務
の
効
率

化
を
行
う
。
組
織
の
見
直
し
を

行
い
つ
つ
、
人
材
育
成
に
努
め

る
。

福
岡
県
粕
屋
郡
の
類
似

す
る
町
を
複
数
視
察
し
た
。
職

員
数
は
３
割
少
な
い
。
部
が
無

く
課
長
が
熊
取
町
の
部
長
の
仕

事
を
し
、
係
も
３
割
少
な
い
。

熊
取
町
は
部
長
と
理
事
が
多
く

一
人
当
た
り
の
業
務
価
値
が
低

い
。
参
考
に
検
討
さ
れ
た
い
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

広
報
く
ま
と
り
へ
の「
談
合
問
題
」掲
載
文
の

位
置
付
け
、真
意
は
？

身
の
丈
に
合
っ
た
行
財
政
運
営
を
問
う
！

文
野
　
慎
治

答 問

要
望

町
長

問

答 問要
望
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ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い

て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
検
討

は
進
ん
で
い
る
か
？

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い

て
は
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

る
。
全
庁
的
な
大
き
な
目
標
と

し
て
捉
え
な
が
ら
、
現
時
点
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

み
を
継
続
し
、
現
行
の
事
務
事

業
に
お
い
て
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
向
け
た
紙
の
使
用
量
減
量

化
に
取
り
組
む
。

学
校
教
育
の
成
果
に
つ
い

て
学
校
教
育
の
成
果
に
関
し

て
、
数
値
で
表
す
こ
と
を
検
討

し
た
か
？

各
事
業
に
係
る
直
近
3
年

間
の
事
業
費
の
推
移
等
を
、
で

き
る
限
り
明
記
し
、
ま
た
介

助
員
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
人
数
の
推
移

等
、
数
値
で
表
現
す
べ
き
も
の

は
、
で
き
る
だ
け
数
値
化
し
て

わ
か
り
や
す
さ
を
主
眼
に
置
い

て
改
善
し
た
。

外
国
青
年
英
語
指
導
助
手

招
致
事
業
の
K
P
I
は
ど
の
よ

う
な
目
標
に
向
け
て
設
定
さ
れ

て
い
る
の
か
？

教
育
環
境
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
設
定
し
て

い
る
。目

標
の
設
定
方
法
を
変
え

て
は
ど
う
か
？

目
標
設
定
に
つ
い
て
は
適

切
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
に
関
す
る
各

施
策
の
目
標
が
分
か
り
に
く
い
。

目
標
を
明
確
に
し
、
施
策
の
達

成
度
合
い
な
ど
を
、
数
値
で
示

し
て
頂
き
た
い
。

保
育
所
待
機
児
童
に
つ
い

て
保
育
ニ
ー
ズ
の
予
想
は
？

年
度
当
初
で
の
待
機
児
童

0
は
継
続
し
て
い
る
も
の
の

年
々
、
保
育
需
要
は
増
加
し
て

お
り
年
度
途
中
の
新
規
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
不
足

に
よ
り
0
歳
1
歳
児
の
入
所
の

希
望
に
、
お
応
え
で
き
な
い
場

合
が
生
じ
て
い
る
。
来
年
10
月

の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
よ
る
影
響
も
含
め
、
さ
ら
に

保
育
需
要
が
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
本
年
と
比

べ
2
0
2
1
年
で
は
16
％
増
を

見
込
ん
で
い
る
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て

学
校
教
育
の
成
果
に
つ
い
て

保
育
所
待
機
児
童
に
つ
い
て

坂
上
　
昌
史

問答問答

問答問答要
望

問答

自
身
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
大

ま
か
な
評
価
に
つ
い
て

町
長
が
立
候
補
に
あ
た
り

作
っ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
項
目

に
つ
い
て
の
評
価
は
？

達
成
率
と
し
て
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
30
項
目
で
は
73
％
。

所
信
表
明
で
さ
ら
に
絞
り
込
ん

だ
17
項
目
に
対
し
て
は
94
％
の

達
成
率
。

人
口
減
少
に
応
じ
た
適
正

な
熊
取
町
役
場
の
規
模
策
定
の

状
況
に
つ
い
て
は
？

職
員
数
は
平
成
29
年
3
3
4

名
に
対
し
平
成
30
年
は
3
2
1

名
と
13
名
減
少
し
て
い
る
。

人
件
費
は
職
員
数
だ
け

で
測
る
も
の
で
は
な
く
、
再
任

用
職
・
嘱
託
・
臨
職
・
さ
ら
に

外
部
委
託
や
指
定
管
理
等
も
絡

ん
で
く
る
も
の
。
こ
れ
ら
も
今

後
き
ち
っ
と
把
握
さ
れ
た
い
。

熊
取
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
進
捗
状
況
は
？

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

①
「
宿
泊
施
設
誘
致
推
進
チ
ー

ム
」
②
「
公
有
財
産
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
推
進
チ
ー
ム
」

③
「
D
A
S
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
チ
ー
ム
」
④
「
政
策
研
究

チ
ー
ム
」
の
4
つ
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

現
状
を
見
る
と
取
り
組
む

テ
ー
マ
が
あ
る
か
ら
そ
れ
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
当
て
込

ん
で
い
る
感
が
あ
る
。
本
来
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
は
、

④
の
よ
う
な
「
無
か
ら
有
を
生

む
」
こ
と
で
は
な
い
の
か
？

そ
う
思
う
。
そ
の
た
め
に
、

④
は
8
名
の
選
抜
さ
れ
た
若
手

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
将
来

の
熊
取
に
と
っ
て
新
た
な
政
策

を
研
究
す
る
チ
ー
ム
と
位
置
付

け
、
来
年
2
月
を
め
ど
に
町
長

に
研
究
結
果
を
報
告
す
る
予
定
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
以
外
に
将

来
に
向
け
て
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
？

健
康
寿
命
の
延
伸
や
熊
取

ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
な
ど
が
あ
る
。

成
人
式
の
や
り
方
に
つ
い
て

2
0
2
2
年
4
月
か
ら
成

人
年
齢
が
18
歳
に
変
更
に
な
る
。

そ
れ
に
伴
い
成
人
式
を
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
？
国
の
指
針

は
？

平
成
32
年
度
に
国
か
ら
情

報
発
信
さ
れ
る
予
定
。

熊
取
町
の
成
人
式
は
？

従
来
通
り
開
催
時
期
を
1

月
と
す
る
な
ら
ば
、
高
校
生
の

就
職
や
進
学
時
期
と
重
な
る
。

よ
っ
て
今
後
、
住
民
の
皆
さ
ま

の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

問答

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

藤
原
町
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

成
人
年
齢
が
１８
歳
に
変
わ
る
こ
と
に
つ
い
て

阪
口
　
均

要
望

答 問問答

問答問答

問問 答答
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永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
が
間

も
な
く
開
園
3
周
年

本
年
11
月
に
開
園
し
て
か

ら
3
年
を
迎
え
る
が
、
過
去
2

年
度
の
来
園
者
数
は
？

左
記
参
照

開
園
当
時
は
年
間
28
万

人
が
来
園
し
、
華
々
し
く
デ

ビ
ュ
ー
し
た
が
、
そ
の
後
、

年
々
大
幅
に
減
少
し
危
機
的
状

況
だ
。
3
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
次
の
3
点
を
強
く
要
望

す
る
。
①
公
園
の
弱
点
で
あ
る

夏
季
来
園
者
対
策
を
強
化
す
る

為
「
水
遊
び
場
」
の
設
置
ま
た

は
「
パ
カ
ブ
」（
空
中
遊
び
場
）

の
設
置
等
の
対
応
を
検
討
す
る

事
。
②
公
園
が
シ
ニ
ア
世
代
に

も
親
し
ま
れ
る
様
な
取
り
組
み

や
、
未
就
学
児
童
が
定
期
的
に

来
園
出
来
る
様
な
環
境
を
整
備

す
る
事
。
③
総
合
的
に
公
園
を

評
価
す
る
為
、
評
価
項
目
の
設

置
を
す
る
等
、
事
業
計
画
を
大

幅
に
見
直
す
事
。

子
ど
も
達
の
国
際
感
覚
の
醸

成
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

本
町
は
ミ
ル
デ
ュ
ー
ラ
市

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
と
友
好

関
係
を
築
い
て
お
り
、
毎
年
交

流
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
参

加
生
徒
が
少
数
（
10
名
）
に
限

定
さ
れ
て
い
る
為
、
他
の
生
徒

に
効
果
が
波
及
し
に
く
い
。
何

度
も
提
案
し
て
い
る
が
、
ス
カ

イ
プ
等
（
テ
レ
ビ
会
議
等
）
を

利
用
し
て
、
他
の
生
徒
に
も
外

国
人
と
交
流
で
き
る
様
な
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
思
う
が
？

提
案
通
り
、
今
後
は
ス
カ

イ
プ
等
を
利
用
し
た
交
流
の
具

体
化
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て

い
く
。

感
謝
！
中
央
学
童
保
育
所
の

1
ク
ラ
ブ
が
、中
央
小
学
校

の
敷
地
内
に
増
設
決
定

従
来
か
ら
要
望
し
て
い
る

が
、
中
央
学
童
保
育
所
の
入
所

児
童
が
増
え
続
け
て
お
り
、
適

正
な
運
営
が
必
要
だ
。
次
年
度

に
向
け
て
保
育
環
境
の
改
善
は

図
れ
る
の
か
？

要
望
通
り
、
平
成
31
年
4

月
か
ら
、
中
央
小
学
校
敷
地
内

に
1
ク
ラ
ブ
分
の
児
童
数
が
受

入
可
能
な
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
を

設
置
し
、
現
施
設
の
2
ク
ラ
ブ

と
合
わ
せ
た
3
ク
ラ
ブ
運
営
と

す
る
予
定
だ
。
今
後
も
入
所
希

望
調
査
を
実
施
し
、
待
機
児
童

が
生
じ
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ

て
い
く
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

ゆ
め
の
森
公
園『
開
園
３
周
年
』事
業
計
画
の
見
直
し
を

子
ど
も
達
の
国
際
感
覚
醸
成
に
向
け
た
最
大
限
の
取
り
組
み
を

感
謝
！
中
央
小
学
校
敷
地
内
に
学
童
保
育
所
の一部
が
増
設

浦
川
　
佳
浩

問答

問答

（単位：人） 平成28年度 平成29年度

春 69,960 59,172
夏 32,755 27,385
秋 54,258 33,930
冬 61,522 47,753
計 218,495 168,240

要
望

問答

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
数
は
？

個
人
利
用
は
年
間
約
1

万
3
千
人
、
利
用
団
体
は
約
40

団
体
で
3
5
0
0
人
が
利
用
。

今
後
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
在
り
方
は
？

今
後
も
高
齢
者
人
口
の
増

加
が
続
く
中
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
加
え
、
高
齢
者
が
気

軽
に
介
護
や
健
康
に
つ
い
て
相

談
で
き
る
機
会
を
創
設
す
る
。

来
年
度
か
ら
は
指
定
管
理
者
に

委
託
す
る
。

公
民
館
の
利
用

公
民
館
の
利
用
者
数
は
？

平
成
29
年
度
、
ホ
ー
ル
利

用
者
は
2
万
7
1
2
1
人
、
ホ

ー
ル
以
外
は
3
万
2
6
1
1
人
。

今
後
の
公
民
館
の
位
置
づ

け
と
施
設
の
構
想
は
？

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
に
お
い
て
、
施
設
や
設
備
が

老
朽
化
し
て
お
り
、
耐
震
化
や
設

備
の
改
修
が
必
要
で
、
必
要
な
機

能
・
規
模
を
検
討
し
、
類
似
機
能

を
有
す
る
他
施
設
と
の
間
で
適
正

に
機
能
・
規
模
を
検
討
し
、
集
約

化
・
効
率
化
を
検
討
し
て
い
く
。

公
民
館
は
昭
和
45
年
に

建
設
さ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な

く
、
長
生
会
の
行
事
で
は
ホ
ー
ル

に
人
が
入
り
き
れ
ず
、
着
替
え
や

ト
イ
レ
で
も
多
く
の
人
が
我
慢

し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
統
合

し
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
楽
し
め

る
、
熊
取
町
自
慢
の
文
化
施
設
の

建
設
を
強
く
要
望
す
る
。

煉
瓦
館
の
運
営

煉
瓦
館
の
運
営
は
今
後
ど
の

よ
う
に
見
直
し
て
行
く
の
か
？

煉
瓦
館
は
平
成
17
年
に
開

館
し
、
教
育
委
員
会
が
運
営
し

て
き
た
。
今
後
は
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
を
進
め
る
。

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

公
共
の
建
物
の
改
修
・
更

新
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
改

修
・
更
新
計
画
の
策
定
は
、
い

つ
か
ら
誰
が
行
う
の
か
？

国
は
、
平
成
32
年
度
に
は
地

方
公
共
団
体
に
個
別
施
設
計
画
の

策
定
と
財
政
支
援
策
等
を
周
知
す

る
。
国
の
動
き
や
財
政
支
援
措
置

を
踏
ま
え
、
遅
く
と
も
32
年
度
ま

で
に
は
計
画
を
策
定
す
る
。

建
物
の
管
理
担
当
課
だ
け

で
な
く
、
全
町
を
あ
げ
多
く
の
町

民
が
利
用
で
き
、
自
慢
で
き
る
施

設
計
画
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
を
統
合
し
た
施
設
の
新
築
を
！

煉
瓦
館
の
効
率
的
で
有
効
な
運
営
を
！

公
共
施
設
の
更
新
等
の
計
画
の
具
体
化
を
！重

光
　
俊
則

答答 問問

答 問答 問要
望

答 問 答 問要
望

公民館ホールでの行事
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一
般
質
問
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自
宅
で
の
医
療・介
護

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
急
変
時
の
対

応
に
活
用
」
と
「
計
画
」
に
あ

る
が
、
内
容
は
？

医
療
・
介
護
に
お
け
る
多

職
種
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
共

有
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
も
医

師
会
と
協
働
し
研
修
や
事
業
所

へ
の
立
ち
上
げ
支
援
を
行
う
。

ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
へ
の
町

内
病
院
の
参
加
は
？

病
院
2
か
所　

診
療
所
13

か
所
が
参
画
し
て
い
る
。

「
計
画
」
に
あ
る
泉
佐
野

泉
南
医
師
会
と
の
連
携
は
？

今
年
度
か
ら
3
市
3
町
で

医
師
会
に
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
事
業
を
委
託
し
、
相
談

窓
口
を
開
設
。
行
政
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
医
師
会
で

連
絡
会
を
設
け
、
課
題
を
共
有

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

介
護
費
の
増
加
が
次
世

代
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
！

災
害
時
の
高
齢
者
支
援

要
支
援
者
個
別
計
画
の
進

捗
状
況
は
？

平
成
27
年
よ
り
制
度
の
推

進
を
図
り
、
要
支
援
者
総
数
は

1
0
4
8
名
。
こ
の
う
ち
自
治

会
な
ど
関
係
者
に
名
簿
情
報
提

供
に
同
意
さ
れ
た
方
は
5
2
3

名
。
具
体
的
な
避
難
支
援
の
計

画
を
策
定
出
来
た
方
は
3
4
6

件
で
あ
る
。

個
別
計
画
を
作
る
た
め

に
は
、
町
と
自
治
会
と
関
係
者

が
話
し
合
い
地
域
作
り
を
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
。

道
徳
教
育
に
つ
い
て

道
徳
の
教
科
書
に
は
「
父

母
・
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
将
来

の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
る
」
と
あ
り
、
親
と
一
緒
に

暮
ら
せ
な
い
子
や
虐
待
を
受
け

た
子
な
ど
の
配
慮
が
な
い
。
教

科
書
を
使
っ
て
先
生
が
一
人
一

人
の
評
価
を
言
葉
で
書
く
の
は
、

大
変
で
あ
る
。
負
担
を
ど
う
考

え
る
か
？

道
徳
は
道
徳
的
判
断
、
心

情
、
実
践
意
欲
と
態
度
を
育
て

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

道
徳
科
の
読
み
物
は
資
料
を
基

に
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る
ポ

イ
ン
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。
評

価
は
こ
れ
ま
で
も
し
て
い
る
。

道
徳
の
授
業
こ
そ
35
人

学
級
が
必
要
で
あ
る
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

自
宅
で
安
心
し
て
医
療
や
介
護
を
受
け
ら
れ
る
町
づ
く
り

災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

道
徳
教
育
に
つ
い
て

鱧
谷
　
陽
子

問答問答問答要
望

問答要
望

問

答要
望

熊
取
町
議
会

報
告
会
で
の

主
要
な
質
疑

平
成
30
年

6
月
議
会
分

Q&A小垣内老人憩の家の修繕工事は、何
故補正予算に計上されたのか？

環境センターへの道路の土砂崩れは
いつ恒久的に復旧されるのか？

現在、本設計を検討中で、予算を確
保して恒久復旧工事を行います。

計画はあったが、下水道が通ったた
め、水洗化するために補正予算に追加。
（小垣内地区からの要望が年明けだったた
め、予算編成時には間に合わなかった。）

質問

回答

保育所で待機児童は発生している
か？

年度当初はゼロ。４月１日以降の転
入者の場合、私立保育所で一時預かっても
らうなど対応している。

質問

回答

学校のエアコン整備が整うと、夏休
みが短縮されるのか？

カリキュラムが多くなり、授業時間
が足らなくなっているので、他市町と同じ
ように一週間程度、短縮になると思う。

質問

回答

質問

回答

今回の台風21号による被害でブルー
シートを先着順で配布したのは理解できな
い。どう思うか？

備蓄方法や配布方法など検討する必
要がある。

質問

回答

ヘルプマークとはどんなものか？

心身ともに障がいや不安のある方
が、自分の持ち物や身の回りに付けて、周
りの人に、理解してもらうためのもの。

質問

回答

各地域での議会報告会の
内容については、
議会ホームページで公開しています。
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班

班

定例会閉会後に各地区での議会報告と併せて全体会を実施しています。
「手話通訳」をご希望の方は、早めに議会事務局へご連絡ください。

議会報告会班構成（○は班長）
議会報告会の予定

○渡辺 豊子、浦川 佳浩、服部 脩二
　河合 弘樹、坂上 巳生男

○坂上 昌史、重光 俊則、二見 裕子
　佐古 員規、江川 慶子

○文野 慎治、阪口 　均、鱧谷 陽子
　矢野 正憲

１班

２班

３班

30年11月実施予定（9月議会報告）

11月17日（土）午後7時～ 自治会館

11月16日（金）午後7時～
11月17日（土）午後7時～
11月24日（土）午後4時～

老人憩いの家11月25日（日）午前10時～
老人憩いの家

1

2

3

池の台

五月ケ丘

美熊台

高田

大久保

9
月
4
日
、
台
風
21

号
が
、
西
日
本
に
上
陸
し
、

熊
取
町
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

1
日
も
早
い
復
興
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
、
親

し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り

を
モ
ッ
ト
ー
に
編
集
し
て

い
ま
す
。
本
号
は
、
試
験

的
に
政
務
活
動
費
を
使
い
、

表
紙
と
裏
表
紙
を
カ
ラ
ー

化
し
ま
し
た
。（

Ｈ
・
Ｋ
）

編
集
後
記

委 

員 

長

　文
野

　慎
治

副
委
員
長

　江
川

　慶
子

委

　
　員

　重
光

　俊
則

委

　
　員

　坂
上

　昌
史

委

　
　員

　渡
辺

　豊
子

委

　
　員

　服
部

　脩
二

委

　
　員

　河
合

　弘
樹

広
報
委
員
会

平成30年10月9日、町村議会広報研
修会に、服部委員、河合委員の２名が参
加しました。全国自治体の広報誌のレ
ベルの高さを認識できました。今後「く
まとり議会だより」の作成に活かしたい
と思います。

技術力アップ！めざして

勇壮なだんじり祭り

12月定例会予定 議事の進み具合により、会議が終了している場合もあります。
日程は変更する場合があります。直前にお問い合わせください。

みんなの議会、
傍聴しませんか？

会議はいずれも
午前10時からです。

本会議の日程 12月5日(水)・6日(木)・19日（水）
［予備日］12月7日(金)

委員会の日程
（直接傍聴及び別室傍聴）

議会運営委員会

事業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

11月29日(木)・12月11日(火)
12月11日(火)
12月13日(木)（　　　　　　　　　　　）

議会報告会全体会
日 時 ／ 11月23日（金） 午後7時30分～
会 場 ／ 熊取交流センター 
　　　　煉瓦館 講義室A
　　　　［担当：2班］

31年2月実施予定（12月議会報告）

大宮、山の手台

自由が丘、長池

1

2

3 新野田

12月11日(火)の議会運営委員会のみ
午後1時30分からです。

高田文化ホール

大久保公民館
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